
平成 23

 

第１問

M1) 

M2) 

て

そ

も

質

M3) 

に

含

る

M4) 

尺

吸

M5) 

始

上

M6) 

に

象

第二問

M7) 

M8) 

M9) 

M10

M11

M12

次の第

第三問

１）推

２）変

解

 

 

 

 

第四問

3 年度 Ｍ

 次の各

安静閉眼

右の図（

ての背後は

その結果、

もかかわら

質問しても

自律神経

には体性神

含まれ、右

る。 

収縮要素

尺性収縮を

吸に関係す

随意運動

始細胞の軸

上部腰髄で

錐体路の

に向かって

象である。

 次の各文

  角膜反

  REM 睡

足間代の

0) 運動性

) 小脳皮

2)  骨格筋

第三、第四

 次の 2 つ

推尺異常を

変換運動反

解答（選択 

問 右の図

ように指

これにつ

Ｍ２ 統合

各文章を読

眼時に特徴

（A）は、ス

は実際は見

左視野に

らずいろい

も答えられ

経系は、交感

神経系とし

右側の目で

素すなわち

を記録する
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